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『“新札発行とオリンピックフランス大会開催』 
 

7 月 3 日に新札発表とのニュースが流れ日本中大騒ぎになりました。千円札の北里柴三郎、
五千円札の津田梅子、一万円札の渋沢栄一がモデルとなりました。北里柴三郎は、熊本県阿蘇
郡小国町で生まれ、日本医師会初代会長でもあります。『予防医学を確立することが近代化で
ある』という思いを強く持っておられた方で、治療を中心とした医療のみならず、予防・健康
づくりに力点を置き、人生 100 年時代という健康長寿社会の実現を目指す一助になったと思い
ます。津田梅子は、日本の女子教育に尽力し、津田塾大学の創始者であり、とても著名な人物
です。同期に大村市出身の石井筆子がいますが、二人は同じ教育の向上に努めた人物です。最
後に、渋沢栄一は、埼玉県深谷市出身で「近代日本経済の父」と称され、NHK 大河ドラマ「青
天を衝け」の主人公でした。私にとっては特に渋沢栄一は身近に感じます。東京都北区に王子

製紙があります。明治５年、渋沢翁は製紙事業を官営で⾏うことを建議し、⼯場
⽤⽔の⾯から王子に決定し王⼦製紙⼯場を構えました。その⼯場を⾒晴らすため

に 37 歳の時に⾶⿃⼭の地に 4,000 坪の⼟地を購⼊し、別荘として構えました。 
そして 61 歳で⾶⿃⼭に本邸を構え、⽣涯をこの地で過ごしました。飛鳥山の近
所に娘が住んでいて、孫に会うことだけを目的(？)に私も上京することがありま
す。私の年間行事の中で最も重要な行動です。近くを流れる石神井川の周辺は、
春は桜がとっても綺麗で川に飛来する渡り鳥も多く、孫との散歩にはもってこい

の地域です。ふる里で働く意気込みを育ててくれるのも東京上京ともいえます。私の事はさて
置き、渋沢翁の考え⽅に「職住接近」というものがあります。また、渋沢翁は多くの企業を設
立させ、その数は、500 を超えると言われています。渋沢翁の著書は多数ありますが、『論語
と算盤』は特に有名です。貧しい者、弱い者たちを企業の設立と、経営手法で国家、企業を豊
かにし、地域住民への敬愛の念で豊かな社会作りを目指した方です。深谷の藍物産業を豊かに
し、人間の幸せを追求された人物です。私も老人福祉施設を立ち上げてやはり少しでも利益を

欲するため、商売繁盛を目指してはいますが、人間の底辺に流れている道徳観が失われないよ
う最大限に気を遣っています。家族・地域、そして笑顔は、ふる里の経営理念の中心にもなっ
ていますし、地域発展が何よりも重要と思っています。 
さて、2024 年 7 月 26 日から 8 月 11 日まで、第 33 回オリンピック競技大会がフランス・パ

リを中心に開催されます。 パリでオリンピックが開催されるのは 1900 年、1924 年に続き 3
回目となります。 本大会では、32 競技 329 種目が実施されます。今回の見どころは、何とい
っても『開会式』でしょう。開会式はパリ中心部を流れるセーヌ川が舞台となります。これま
では、陸上競技場のトラックを国別に入場行進することが基本でしたが、オリンピック競技フ
ランス・パリ大会では、セーヌ川を各国の選手団がボートに乗って入場するということになり
そうです。何百ものボートが行進するのでしょうね。ボート行
進が終わって開会式は、どのような感じで式典が進んでいくの

でしょう？何となくワクワクします。競技も楽しみです。サッ
カー、バレーボール、柔道、フェンシング等々、メダルが期待
される競技が続々です。暑さを吹き飛ばしてくれる事でしょう。
楽しく今年の夏を乗り切れそうですよ。                                                

センター長  森 隆敏 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 行事は“梅雨のジメジメとした時期を忘れるくらい楽しみ、幸せな時間
を味わう”を目的に『ハッピー・June Bride』を行いました。テーマは結
婚式の為会場も華やかに飾り付けされていました。初日と二日目のレクリ
エーションは「ウエディングケーキタワー」を行いました。２チームに分
かれ、土台にラップの芯を立てその上に載せまた芯を立ててを繰り返し、
最後に各チームのタワーの天ぺんに新郎新婦の人形を置いて完成です。
途中倒れたり、芯を取りこぼしたりとハプニングもありましたが、皆さ
ん楽しそうに参加され「がんばれー」や「おー！」と両チームから声が
上がっていました。三日目は「飛んでけ⤴ミニブー
ケ」を行いました。小さいブーケは利用者様とお昼
休みに一緒に準備した物を使います。そのミニブー
ケを“手押しブーケ発射マシーン”のカップに装填

し、新郎新婦担当の職員へ飛ばしてカゴでキャッチするゲームです。装
填する人は打ち出す度に入れてあげなくてはなりません。打ち出す人も
笑顔で次々と打ち出され、それをキャッチする職員も自然に熱くなって
いました。レクレーションが終わると皆さん満足そうな表情で点数の計
算を待っていらっしゃいました。三日間共にみなさんゲームに熱中され、
とても楽しそうに参加されていたのでとても嬉しくおもいます。次は夏
定番の行事「そうめん流し」の時期がきます。皆さん元気にふる里へ来
られる事をお待ちしております。 
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今回は「ハッピー・June Bride」ということから、担当

職員の仮装は、タキシードとドレスに身を包み正に新郎新

婦になって登場されました。センター長も神父さんとしての

登場で 2 人を前に結婚の制約の儀式をされるなど、本当

の結婚式のような場面を披露されました。美しいドレス姿と

凛々しいタキシード姿がお二人よく似合っていて、皆さんう

っとりとされていました。また 3 人の劇の内容が面白く、笑

い有りでとても楽しいオープニングとなりました。                                   

行事担当 坂上希代美 、小田麗子 

 

昼食の紹介も初日は本当の結婚式のように厨房職員と男

性職員で寿しケーキ入刀を行いました。登場から退場まで

本当の結婚式のような演出となっており、利用者様も皆さん

見とれていらっしゃいました。三日間とも厨房職員がドレス

姿で登場され、ブーケにつながった紐をひっぱってもらい花

束がついていた人がもらえるゲームも行われ賑やかな演出

となりました。三日間とも大変綺麗な昼食が用意され、皆さ

ん見た目の美しさと美味しさに舌鼓を打っていらっしゃいま

した。まるで披露宴に列席したかのような気分になられたこ

とでしょう。 
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【居宅介護サービスセンターふる里】とは… 

介護全般の相談役となり、介護保険について、介護保険の申請代行、ケアプラン作成、介

護サービスの紹介・支援など行いケアマネージャーが皆様の心配

事を専門的な立場で、安心した生活を送っていただく方向で解決

いたします。 業務に関する手数料や、ご利用に係る料金は無料

です。  ２４時間サービス体制をとっていますので、介護・福祉の

アドバイザーとしてご家族の身近に置いてください。  

 

 

 

 
 

◆ふる里  7月行事『そうめん流し』 

               7月 16日(火)･17日(水) ･ 18日(木)  

                  
◆生け花教室 ～齊藤マサミ先生～ 10 日(水)・25 日（木） 

◆書道教室 ～中村朱実  先生～    4 日(木) ･2２日(月) 

◆おはなしの部屋～鐘ヶ江先生他～            27 日(土)  

※１ ふる里おはなしの部屋の時は、午午午前前前中中中入入入浴浴浴となりますので、 

皆様のご協力を宜しくお願いします。 

◆押し花教室  ～中村壽美子先生～       23 日(火) 

◆麻雀・将棋・囲碁 … 毎週水曜日午後 

(3 日、10 日、17 日、24 日、31 日予定) 

◆訪問ボランティア～ふえうた舎様～13日(土) 
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今年の梅雨入りは 6月 17 日と例年より遅い入りでした。途中水害にも注意しなければならいと

思いました。７月２日には雨が上がると蝉が鳴き出し梅雨真最中なのに本格的な夏の訪れを感じ

る事もありました。そして日中の気温も３０度を超える日もあり、熱中症警戒アラートが出る日

もありました。梅雨が上がったらこれからもっと暑くなる日が続きます、外出される時はしっか

りと暑さ対策をし、室内にいる時も部屋を涼しくし、こまめな水分補給をして体調管理に努めて

ください。                               編集後記：田口 真一  


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

